
 

  

CIMはBIMをベースに国土交通省の前事務次官・佐藤直良氏によって提唱されたものですが、プロジェクトに関与す

る各種プレイヤー達が3次元モデルデータを共有しながら、GISや三次元CADなど各種ICTを統合的に利用して計画、設

計、施工、維持管理を進めていく方法です。必需型インフラ整備は概成し、今後のインフラ整備は、高質化、維持管理、

補修管理の需要が増大する中、土木分野におけるCIMの導入・推進は、今後の長期的な視点に立ったインフラ整備の在

り方を大きく転換する起爆剤となることが予想されます。 

  

 

 

                         記 

 ◆日 時：2014年6月10日（火）15:00～18:00  

 ◆会 場：札幌アスペンホテル アスペンＡ  http://www.aspen-hotel.co.jp/ 

    〒060-0808 札幌市北区北8条西4丁目5番地  TEL 011-700-2111  

◆ テーマ：社会インフラのスマート・エイジングに向けたCIMとライフサイクル管理の取組み 

１．基調講演 「維持管理情報基盤としてのCIMの技術動向」 

      大阪大学 大学院工学研究科 環境・エネルギー工学専攻 教授 矢吹 信喜氏 

       <ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ> 

    1982年東京大学工学部土木工学科卒業、1992年米国スタンフォード大学大学院土木工学専攻博士課程修了（Ph.D.）、

1999 年室蘭工業大学建設システム工学科助教授、2008 年より現職｡土木学会土木情報学委員会委員長，国土交通省

CIM制度検討会委員，情報化施工推進会議委員，発注者責任を果たす今後の建設生産・管理システム懇談会委員，社

会資本メンテナンス戦略小委員会委員，AGCEI President，ISCCBE BOD Membert等。 

      ２．講  演 「建設生産システムの再構築を目指して」 

    北海道大学 大学院工学研究院北方圏環境政策工学部門建設管理工学研究室准教授 高野 伸栄氏          

３．講  演 「CIM適用事例と業界の動き」 

    八千代エンジニアリング㈱情報技術部部長 藤澤 泰雄氏 

      （建設コンサルタンツ協会情報部会 CIM技術専門委員会委員長） 

  ４・パネルディスカッション（コーディネイター 北海道大学情報科学研究科教授 金井 理氏） 

 ◆参加費：一般 3,000円 

産学官フォーラム、北海道GIS・GPS研究会、Digital北海道研究会 会員 2,000円、官公庁 無料 

 ◆参加費振込先：北洋銀行 本店営業部（普）1822587 北海道産学官研究フォーラム 宛 

  ◆主    催：北海道産学官研究フォーラム 

◆共    催：北海道GIS・GPS研究会、NPO法人Digital北海道研究会 

◆後援依頼先： 国土交通省北海道開発局、国土交通省国土地理院北海道地方測量部、北海道建設部  

   一般社団法人北海道建設業協会、一般社団法人建設コンサルタンツ協会北海道支部、GIS学会北海道支部 

 土木学会北海道支部、写真測量学会北海道支部、北海道GIS技術研究会、CUG北海道分会  

 ◆連絡先：北海道産学官研究フォーラム （担当 藤原） 

〒007-0803 札幌市東区東苗穂3条1丁目 2-7-105   

TEL 011-787-7650  FAX 011-787-7655  E-mail：fuji@kirari.com 

第2回 産学官ＣＩＭ・ＧＩＳセミナー 
「社会インフラのスマート・エイジングに向けたCIMとライフサイクル管理の取組み」

CIM(Construction Information Modeling/Management)はBIMをベースに国土交通省によって提唱されました。CIM

は土木プロジェクトに関与する各種プレイヤーが、３次元モデルデータを共有しながら、GISや３次元CADなど各種ICT

を統合的に利用して調査、計画、設計、施工、維持管理を進めていく手法です。 

近年、社会インフラの維持補修等管理コストの増加が、大きな社会問題となっています。土木分野におけるCIM導入

は、社会インフラの建設事業プロセスを変えるだけではなく、既設インフラのマネジメントの在り方を大きく変えるも

のと期待されています。 

 かねてより、北海道GIS・GPS研究会及びNPO法人Digital北海道研究会では、防災、環境、農業分野等のGIS利活用

促進活動を行ってきました。また、サイバーフィールド研究分科会では３次元計測、データ処理、表現技術等のICTに

関する研究活動を進めてきました。今後は、これらの活動をより発展し、北海道におけるCIM・GIS普及推進に向けた活

動を進めていきます。 

つきましては、国土交通省のCIM制度検討会委員である大阪大学教授の矢吹信喜氏を基調講演にお迎えして、下記の

要領で「産学官CIM・GISセミナー」を開催する運びとなりました。是非多くの皆様のご参加をお待ちしております。 



参 加 申 込 書 

申込み先：北海道産学官研究フォーラム 事務局：（担当：藤原） 

 

 

FAXにてお申込みの場合は、下記参加申込書に必要事項を記入し送信してください。 

FAX：011-787-7655 

E-mailにてお申込みの場合は、必要事項を記入して送信してください。 

E-mail:fuji@kirari.com 

電話にてお申込みの場合は、下記番号におかけ下さい。 

℡：011-787-7650 

 

2014年6月10日（火）の「第2回産学官CIM・GISセミナー」に参加します。 

所属（会社）名 役職名 氏名 

   

   

   

   

   

 

                    申込み期限：2014年6月6日(金) 

【ご担当者】 

所  属：                                      

 

ご担当者：                                              

 

住所                               

 

Tel:                                                      

 

E-mail:                               

 

注1 ・E-mailアドレスをお持ちの方は、連絡を行う場合がありますので必ずご記入お願いします。 

注2 ・情報につきましては、当研究会の連絡以外に使用いたしません。 

 


